
補修データの入力（道路橋）

補修年月日：現場での補修が完了した日を記載してください。西暦で####.\\.??（例：2023.10.15）

補修種別：補修 or 改良をプルダウン選択してください。（修繕のみの場合は補修、耐震を含んでい
る場合は改良）

➀ グレーで表示されている項目は変更することができません。また、オレンジで表示されている項目に
ついては変更しないでください。（変更すると取り込めなくなります。）

補修概要：修繕 or 修繕・耐震 or 耐震をプルダウン選択してください。

補修工法：工事の中で代表的な工法を一つ自由入力してください。（補修・改良問わず）

備考：特記事項等ある場合は自由入力してください。（メモ的な感覚で使用してください）

工期：始期及び終期を年月日（西暦）で記入してください。（例：2023.06.15 ～ 2023.11.15）

請負金額(精算・税込)：円単位で記入してください。コンマ自動入力。（例：20000000）

管理区分：予防 or 対病をプルダウン選択してください。（予防保全の場合は予防、事後保全の場合
は対病）

施工業者名：会社名を省略せずに記入してください。（例：株式会社浜松）

設計年度(西暦)：年度を西暦で記載。（例：2022）

適用示方書マニュアル：設計時の適用示方書をプルダウン選択してください。

耐震性能：耐震性能Ⅱ or Ⅱ’ or Ⅲをプルダウン選択してください。耐震工事ではない場合は不要。

診断年度(西暦)：年度を西暦で記載。（例：2022）

構造形式1：該当する構造形式をプルダウン選択してください。

構造形式2：径間毎や拡幅橋で構造形式が異なる場合にプルダウン選択してください。

判定：直近の定期点検結果をプルダウン選択してください。

② 各項目の記入要領は下記を参考としてください。



施工工種：該当する箇所を選択してください。（複数選択可）

修繕設計：始期及び終期を年月日（西暦）で記入してください。（例：2022.06.15 ～
2022.12.15）

修繕：実際の施工期間を年月日（西暦）で記入してください。（例：2023.08.15 ～ 2023.10.15）

工事内容：該当するものをプルダウン選択してください。

工事内容(自由入力)：上記のプルダウン選択でその他とした場合に記入してください。

施工単価(直接工事費)：工事内容の施工単価について円単位で記入してください。仮設費は含まない。
コンマ自動入力。（例：200000）

施工範囲：全部 or 一部をプルダウン選択してください。

施工範囲(自由入力)：上記のプルダウン選択で一部とした場合に施工した部材を記入してください。

施工数量(㎡)：工事内容の施工数量を記入してください。㎡以外の単位であっても気にせず記入して
ください。

製品名：工事内容で使用した製品について名称（複数ある場合は代表的なもの）を記入してください。

製品メーカー：使用した製品のメーカー名（会社名）を記入してください。

タイプ・規格：使用した製品のタイプ・規格を記入してください。（例：○×型、△□タイプなど）

劣化・損傷要因：選択または記入した工事を施工することとなった劣化・損傷の主要な原因につい
て記入してください。

③ 工事内容項目の追加については下記を参考としてください。

赤枠の工事内容が一つの工事で複数あ
る場合は基本情報の右上にある「行追
加」をクリックしていただければ追加
されます。

このボタンをクリック



写真帳の作成

➀ 工事内容の対策前と対策後の写真を挿入してください。

② 工事内容が複数ある場合は行追加をクリックして項目を追加してください。


